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この講究録は, 1998年 3月 6日 (金) \sim 8日 (日) に, 東京大学数理科学
研究科で行われた短期共同研究「6$j$-symbol から導かれる位相的量子場の
理論の研究」 (参加者 : 岡本美雪, 小須田雅, 佐藤智史, 鈴木幸太郎, 中
坊滋–, 葉広和夫, 村上斉, 和久井道久) において得られた結果を, そ

の後の研究とともにまとめたものである.
また, この短期共同研究に先立って, 1998年 2月 5日 (木) \sim 2月 8日

(日) に, NTT 共済研修所「銀鱗荘」 (横須賀市) において「科学研究費
基盤研究 A 位相的場の理論と関連する幾何学, 研究代表者 : 河野俊丈」の
援助による小研究会「エキゾチックな位相的場の理論の研究」 (参加者 :
浅枝雅子, 岡本美雪, 小須田雅, 鈴木幸太郎, 中坊滋–, 葉広和夫, 村上
斉, 和久井道久) が開かれた. この研究会では, 浅枝氏に, subfactor,理

論からどのようにして $6j$-symbol が得られるのか, また, $6j$-symbol が
与えられたとき, どのようにして 3次元多様体の $Rraev-Viro\succ Ocneanu$

湖心変量を計算するのか, についての解説をお願いした. 特に, 和久井
氏の報告に書かれているように「演習つきの講演」であったおかげで, 出
席者全員 (浅枝氏を除いては作用素環論の素人) が, 曲がりなりにも計
算できる程度の知識を身に付けることができた.
東京大学での短期共同研究は, これに引き続き, 今度は具体的な 3次

元多様体について実際に計算をしてみよう, というものであった. 浅枝
“先生” が海外での講演のため参加できなかったものの, 泉正己氏の協力
もあって, 残った “生徒達” だけでなんとか計算を続けることができた.
また, 共同研究だけでは時間が足りなくて, その後, 小グループに分か
れての計算も続き, その結果できたのがこの講究録である.
つまり, この講究録は「講演の記録」ではなくて, 短期共同研究, それ
に先立つ小研究会, その後の個人的な研究の成果を集めたものである.
最後に, 私の急な資金援助の願いに対して, 短期共同研究という望外
の機会 (おかげで, このような形で記録が残せる) を与えて下さった三
輪哲二氏に感謝する.
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早稲田大学理工学部村上斉
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